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◇この特集の企画は,一昨年(1990)11月筑波で行われ

た工業技術院の第7回資源研究総合推進会議の講演を

核にして,昨年5月にスタｰトしました.この会議で

講演された資源環境技術総合研究所の横山所長,産業

公害防止協会の梅崎理事をはじめとする皆様が,要職

にあって極めてご多忙であるにもかかわらず,本誌に

寄稿して下さいました.編集委員会として厚くお礼申

し上げます.

◇また企画の段階で,資源エネルギｰ庁鉱業課長および

環境庁長官官房審議官などを歴任された林曄氏(現

在,特殊金属備蓄協会専務理事)より貴重た助言を頂き

ました.厚くお礼申し上げます.ただし,構成上の不

備があれば,それは編者の責任である事は言うまでも

ありません.

◇｢21世紀の地球｣を考える申で,r人口問題｣は避け

て通れない重要課題ですが,本誌の性格と紙数等を考

慮して,この特集では取り上げておりません.この他

にも取り上げることが出来なかったいろいろた課題が

ありますが,限られた誌面に全てを含めることはでき

ませんでした.

◇それでも専門分野という点から見れば,この特集のカ

バｰしている範囲は多岐にわたっています.各執筆者

には,それぞれの分野では当り前の事でも,たるべく

易しく解説して頂くようお願いしました.このためも

あって予定ぺ一ジを大幅に超過し,グラビアをカット

せざるを得たくたりました.また,例年1月号に掲載

していた所長の年頭挨拶も,昨年8月号の就任の挨拶
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〔訂正〕

本誌447号(1991年11月)6ぺ一ジ右投最下行の文章

が,誤植のため8ぺ一ジ左段最上部に印刷されてしまい

ました.訂正します.

からあまり時間が経過していたいため,今年は掲載し

ておりません.

◇この特集を企画して,そのテｰマの大きさと難しさを

再確認させられる事にたりましたが,これはこの分野

に取り組む多くの人の実感でもあるようです.テレビ

のコマｰツヤルにまで｢地球に優しい｣たどというキ

ャッチフレｰズが氾濫する時勢にあって,時流に同調

する事は簡単ですが,実際にはどうすれぽ優しいのか

誰にとって優しいのか,いろいろだr開発｣の背景に

はその被害を受けた側がこれまでも厳然としてあり,

場合によっては同一人が受益者と同時に被害者にもた

り得るという事をどう提えるのか,美辞麗句に包まれ

た策略だってあり得るのです.問題はお題目を唱えて

済むようたものではない事は明らかです.地球をトｰ

タルシステムとして把握するうえで,地球科学者が果

たすべき役割は大きく,それぞれの分野での地道な研

究の積み重ねが求められているのは当然ですが,同時

に科学技術の既存の枠組みを越えた多分野の協力が不

可欠でしょう.地球の資源に･限界があるというのは今

では一般的た認識にたったようです.しかし,限界の

具体的内容とそれに備える人類の対策はまだ明確にな

っておりません.｢21世紀の地球｣を模索する道は遠

く困難なように思われます.六号は,地球の資源と環

境を全体として捉えようとした試みのひとつに過ぎま

せんが,我六の直面している問題を考える上での一助

となれば幸いです.

･…一割委員長佐藤興平記･一……一
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